平成19年10月1日

（文責　木原伸一）

第２回 中四国若手CE　総会議事録（案）
　
日時：平成19年9月29日（土）14：10～14：50
場所：極楽寺温泉　アルカディア・ビレッジ　研修室

〒738-0031 広島県廿日市市原２２１０番地、http://arcadia-v.jp、電話0829-38-2221

出席者：木原，小野，外輪，荻，山本，林田，その他38名
【主な議事】議事進行：代表幹事　木原伸一
①　開会の挨拶　：

② ポスター発表審査結果の発表と表彰、アドバイスの配布

優秀ポスター発表賞の紹介：投票された上位２件以上の平均値で評価し、以下の４名を優秀ポスター発表賞として、化学工学会中国四国支部支部長　古田武先生名で表彰した。
高階志保 様（岡山大学）　

「界面活性剤対イオンのW/Oマイクロエマルションのサイズと相分離に対する効果 」

中島拓朗 様（岡山大学）

「環境低負荷型分散重合における分散安定剤分子量の影響 」

谷村英樹（岡山大学）

「高温環境下での粒子付着特性評価」

矢田和也 （広島大学）

「有機ハイドライド脱水素反応における触媒膜型反応器の開発 」

③ 規約確認（総会資料１）、第１回総会議事録承認審議（総会資料２）：
確認および承諾された。
④　第１回コロキウムアンケート結果（総会資料３）の紹介と討論および顛末記紹介：
ＨＰに顛末記がアップされている旨紹介された。
⑤　学生幹事推薦　：
　広島大学　荻学生幹事より、次年度の学生幹事について紹介がなされた。次年度は、岡山大学　村中誠君が学生幹事として選出され、承認された。
⑥　化学工学会　学会誌「化学工学」への本会活動紹介記事依頼の件：
半ページであるが、幹事で作成する旨紹介された。
⑦　広告（総会資料４）、寄附金募集（総会資料５）の件：
広告および寄附についてアナウンスされた。企業の方からは、単純に広告または寄附を行うことは難しいとの意見があった。寄附については、３から５口程度（一口１万）を期待したい旨説明があった。学生負担軽減のための総額で６０万円程度以上の寄附があれば他の若手の会並のサービスが可能であるとの説明があった。継続審議とする。
⑧　第２回中四国若手CEコロキウム（徳島）のアナウンス　：
　外輪幹事より、５月連休後から５月末あたりで、徳島から香川あたりでの開催予定の旨アナウンスがあった。

木原代表幹事より、次回合宿では、８月上旬くらいに、九州地区の若手の会との合同開催の可能性がある旨アナウンスがあった。合同開催については、情報が決まり次第連絡をまわす。
⑨　質疑応答

(a) 参加大学に偏りがあるが、アナウンス不足ではないかの意見があった。

アナウンスしていない分けではないが、特定の大学では、研究室単位の経済的負担の問題がある旨説明があった。順次説明し、募集をかける。
(b) 中四国には多くの企業があるが、参加企業が少ない。積極的に介入していないのではないかとの指摘があった。

　中国地区懇話会、岡山地区懇話会、山口地区懇話会など懇話会ベースに企業参加をお願いしている。個別に懇話会名簿に従って１社、１社お願いして回っている分けではない。個別にお願いする方がよいことは分かるので、それは適宜実施していく旨説明があった。
⑩　閉会の挨拶

注）総会資料は要旨集に掲載および本会ＨＰに掲載
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